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heiwawo 

■
生
誕
の
地

　
大
月
の
市
内
か
ら
約
十
数

分
、
「
平
井
圭
齋
翁
」
の
碑

を
斜
め
右
前
方
に
見
な
が
ら

右
折
す
る
と
、
真
木
の
中
心

地
へ
の
本
通
り
に
入
る
。

　
坂
を
上
り
中
央
道
の
上
に

掛
か
る
橋
を
渡
る
と
直
ぐ
二

軒
ほ
ど
大
き
な
屋
根
が
見
え

る
。
一
軒
は
「
平
井
圭
齋

翁
」
の
生
家
、
そ
の
隣
が
屋

号
「
和
泉
屋
」
（
い
ず
み

や
）
と
呼
ば
れ
る
小
林
晴
直

元
大
月
町
長
の
家
で
あ
る
。

「
和
泉
屋
」
は
真
木
で
も
有

数
の
旧
家
で
あ
る
が
、
そ
の

事
を
横
に
置
い
て
も
、
真
木

及
び
大
月
の
歴
史
を
語
る
時
、

小
林
晴
直
と
い
う
名
前
を
外

す
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
晴
直
は
父
喜
作
・
母
と
よ

の
次
男
と
し
て
、
明
治
十
七

年
七
月
十
七
日
に
、
真
木
一

九
八
○�
番
地
で
生
ま
れ
た
。

晴
直
の
生
年
月
日
を
見
る
と
、

七
と
い
う
字
が
三
つ
並
ぶ
。

偶
然
と
は
い
え
不
思
議
な
響

き
を
感
じ
る
。

　
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
そ
の
生
い

立
ち
を
知
る
ほ
ど
に
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
表
道
を
歩
く
運

命
の
人
だ
っ
た
？
そ
ん
な
思

い
に
さ
せ
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　
晴
直
の
生
ま
れ
た
の
は
、

廣
里
村
真
木
で
あ
る
が
、
そ

の
昔
廣
里
村
は
、
駒
橋
・
大

月
・
花
咲
・
真
木
の
四
地
区

を
一
つ
の
行
政
区
と
し
て
い

た
。
そ
の
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
は
真
木
地
区

で
あ
っ
た
よ
う
だ
と
、
当
時

を
語
る
人
も
い
る
。

　
大
月
町
と
し
て
町
制
を
敷

い
た
の
は
、
一
九
三
三
年
四

月
一
日
で
あ
る
。

　
そ
し
て
一
九
五
四
年
に
大

月
市
と
な
る
ま
で
は
二
十
一

年
間
あ
る
わ
け
だ
が
、
町
政

の
黎
明
期
の
基
礎
を
築
い
た

人
物
と
し
て
、
小
林
晴
直
の

名
を
上
げ
る
人
は
多
い
。

■
学
歴
と
経
歴

　
小
林
晴
直
の
父

喜
作
は
、
子
供
た

ち
の
教
育
に
は
特

に
熱
心
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
晴
直

は
高
等
小
学
校
卒

業
後
東
京
の
京
華

（
け
い
か
）
中
学

校
を
卒
業
し
て
い

る
が
、
明
治
時
代

に
東
京
の
中
学
校

に
入
学
さ
せ
る
と

い
う
の
は
、
親
が

相
当
教
育
熱
心
で

な
い
と
不
可
能
な

こ
と
で
あ
る
。
京
華
中
学
は

現
在
学
校
法
人
京
華
学
園
と

し
て
、
京
華
中
学
校
・
高
校

の
ほ
か
に
、
京
華
商
業
高
等

学
校
・
京
華
女
子
中
学
校
・

女
子
高
等
学
校
を
開
設
し
て

い
る
。
京
華
学
園
は
現
在
は

東
京
都
文
京
区
白
山
に
あ
る

が
、
晴
直
が
通
っ
て
い
た
当

時
は
本
郷
に
あ
り
、
創
立
時

か
ら
旧
制
一
高
（
新
制
東
京

大
学
教
養
学
部
の
前
身
）
へ

の
進
学
校
と
し
て
名
高
く
、

当
時
の
卒
業
生
に
は
錚
々
た

る
面
々
が
並
ぶ
。
映
画
監

督
・
黒
沢
明
、
日
本
画
・
前

田
青
邨
、
歌
舞
伎
俳
優
・
二

代
目
尾
上
松
緑
、
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
・
杉
村

隆
な
ど
四
名
の
文
化
勲
章
受

章
者
を
は
じ
め
、
多
彩
な
人

材
を
各
界
に
輩
出
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
名
門
校
へ
進
学
さ

せ
た
父
喜
作
の
考
え
は
、
当

時
の
人
間
と
し
て
は
か
な
り

進
歩
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
同
時
に
本
人
も
ま
た

相
当
優
秀
で
あ
り
向
学
心
も

旺
盛
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
晴
直
に
は
二
人
の
弟
と
一

人
の
姉
と
二
人
の
妹
が
い
た

が
、
次
弟
は
大
阪
府
立
高
等

医
学
校
（
現
国
立
大
阪
大
学

の
医
学
部
）
を
卒
業
し
、
長

い
こ
と
眼
科
医
と
し
て
大
月

市
民
に
も
馴
染
み
が
深
い
人

だ
っ
た
の
で
、
「
小
林
眼
科

医
院
」
の
盛
信
先
生
を
記
憶

し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
末
弟
も
京
華
中
学
校
を
卒

業
し
、
そ
の
後
郷
里
に
戻
っ

て
分
家
。
「
和
泉
屋
商
店
」

の
店
主
と
し
て
地
域
の
人
た

ち
に
は
馴
染
み
深
い
人
物
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
末
の
妹
の
「
と
め

じ
」
は
甲
府
高
女
に
進
学
し

て
い
る
が
、
こ
れ

は
当
時
の
女
子
と

し
て
は
異
例
の
事

だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
因
み
に
そ
の

頃
の
女
学
校
の
入

学
願
書
に
は
、
財

産
の
記
入
箇
所
が

あ
り
、
其
処
に
山

林
八
十
町
歩
と
記

載
さ
れ
て
い
て
、

学
校
側
が
驚
い
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
っ
た
と
か
。

　
余
談
で
は
あ
る

が
、
小
林
眼
科
の

開
業
は
当
初
甲
府
市
内
で

あ
っ
た
。
人
望
も
あ
り
名
医

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

遠
く
か
ら
多
く
の
患
者
が
来

院
し
、
そ
の
為
に
病
院
近
く

に
宿
屋
ま
で
出
来
た
そ
う
で

あ
る
。

　
や
が
て
地
元
の
大
月
の
地

に
戻
っ
て
開
業
す
る
事
に

な
っ
た
時
に
、
そ
の
旅
館
も

一
緒
に
大
月
に
移
住
し
て
き

た
そ
う
だ
が
、
御
太
刀
に
近

年
ま
で
開
業
し
て
い
た
「
た

く
み
館
」
が
、
小
林
眼
科
と

共
に
甲
府
か
ら
移
住
し
て
き

た
旅
館
だ
と
い
う
。

　
こ
の
こ
と
は
知
る
人
ぞ
知

る
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
り
、
良
き
時
代
を
偲
ば
せ

る
心
温
ま
る
話
で
も
あ
る
。

　
京
華
中
学
校
を
卒
業
し
た

晴
直
は
、
更
に
京
都
の
高
等

工
芸
高
校
へ
進
学
し
て
い
る
。

東
京
か
ら
京
都
へ
進
学
し
た

晴
直
の
諸
事
情
は
分
か
ら
な

い
が
、
相
当
の
経
済
力
と
、

熱
心
な
保
護
者
の
理
解
が
な

い
と
可
能
に
は
な
ら
な
い
経

緯
で
は
あ
る
。

　
こ
の
高
等
工
芸
学
校
は
一

八
九
九
年
二
月
、
帝
国
議
会

で
承
認
さ
れ
た
国
立
の
専
門

学
校
で
、
本
科
は
修
業
年
限

が
三
年
。
色
染
科
・
機
織

科
・
図
案
科
の
三
科
に
分
か

れ
て
い
て
、
こ
の
内
の
図
案

科
の
科
設
は
、
既
設
の
東
京

美
術
学
校
（
現
東
京
芸

大
）
・
東
京
高
等
工
業
学
校

（
現
東
京
工
大
）
に
次
ぐ
も

の
で
あ
っ
た
。

　
京
都
高
等
工
芸
高
校
は
、

一
九
五
一
年
に
施
行
さ
れ
た

学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
国
立

京
都
工
芸
繊
維
大
学
と
し
て

新
設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
工
芸
学
校
を
卒
業
し
た
晴

直
は
、
大
正
六
年
に
村
会
議

員
に
な
る
ま
で
の
一
時
期
、

山
梨
県
立
工
業
学
校
（
現
県

立
谷
村
工
業
高
校
）
に
勤
務

し
て
い
る
。
谷
村
工
業
高
校

の
沿
革
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、

明
治
二
九
年
三
月
　
山
梨
県

南
都
留
郡
染
織
学
校
を
谷
村

町
に
設
置
す

明
治
三
四
年
四
月

　
工
業
学
校
程
度
に
変
更

明
治
三
四
年
五
月
　

 

郡
立
南
都
留
染
織
学
校
と 
 

 

改
称

明
治
三
四
年
十
月
　

 

南
都
留
郡
組
合
立
に
変
更

 

し
、
郡
組
合
立
都
留
染
織

 

学
校
と
改
称

明
治
三
八
年
四
月
　

 

山
梨
県
立
工
業
学
校
と
改

 

称
し
、
北
都
留
郡
大
月
町

 

に
移
転

明
治
四
三
年
四
月
　

 

徒
弟
学
校
程
度
に
変
更
し
、 

南
都
留
郡
谷
村
町
県
工
業 

 

試
験
場
内
に
移
転
…
と
あ
る
。

　
こ
の
中
の
「
工
業
学
校
と

改
称
し
、
大
月
町
に
移
転
」

と
あ
る
時
期
に
教
師
と
し
て

勤
務
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

■
気
概
と
実
績

 

晴
直
が
村
会
議
員
に
な
っ

た
の
は
、
大
正
六
年
三
十
三

歳
の
時
で
あ
る
。

　
当
時
の
日
本
経
済
状
況

は
？
と
い
う
と
、
大
正
三
年

に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大

戦
に
よ
る
経
済
効
果
で
、
日

露
戦
争
後
の
外
債
の
償
還
や
、

重
工
業
製
品
輸
入
を
通
じ
て

生
じ
た
大
幅
な
貿
易
収
支
赤

字
を
切
り
抜
け
、
翌
大
正
四

年
か
ら
の
五
年
間
は
、
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次
ペ
ー
ジ
に
続
く



経
済
収
支
に
於
い
て
大
幅
な
黒

字
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
大
正

七
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
終

結
し
、
そ
の
後
二
年
ほ
ど
持
ち

こ
た
え
た
好
景
気
も
、
大
正
九

年
に
は
株
式
市
場
が
大
暴
落
し
、

反
動
恐
慌
が
勃
発
し
た
。
い
わ

ゆ
る
昭
和
の
大
恐
慌
で
あ
る
。

　
こ
の
恐
慌
を
契
機
に
輸
出
と

生
産
活
動
が
縮
小
し
、
投
機

ブ
ー
ム
の
崩
壊
は
海
運
・
貿

易
・
重
化
学
工
業
に
大
き
な
打

撃
を
も
た
ら
し
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
か
ら

重
化
学
工
業
化
が
進
展
し
て
き

た
日
本
で
あ
る
が
、
そ
の
競
争

力
が
弱
体
だ
っ
た
た
め
、
技
術

力
や
商
品
力
に
勝
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
企
業
と
の
競
争
に
は
勝
て

な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
時

中
に
投
資
し
た
生
産
設
備
が
過

剰
と
な
り
、
倒
産
企
業
が
続
出

し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
辛
う
じ
て
倒
産
を
免
れ

た
企
業
も
、
大
戦
中
に
蓄
積
し

た
資
産
の
取
り
崩
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　
そ
ん
な
世
情
を
背
景
に
金
融

業
界
に
お
い
て
も
、
投
機
の
過

熱
な
ど
で
恐
慌
の
一
年
ほ
ど
前

か
ら
、
資
金
繰
り
が
悪
化
し
始

め
て
い
た
。

　
や
が
て
輸
出
制
限
や
輸
入
税

の
減
免
、
更
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
通
貨
暴
落
に
よ
る
輸
出
の
減

少
が
重
な
り
、
輸
出
と
輸
入
の

不
均
衡
が
顕
著
化
し
た
。
同
時

に
こ
の
不
健
全
な
経
済
状
態
の

あ
お
り
を
受
け
た
銀
行
の
倒
産

件
数
も
増
加
し
た
の
で
あ
る
。

　
北
都
留
郡
甲
斐
絹
組
合
の
副

会
長
を
し
て
い
た
当
時
の
晴
直

は
、
製
品
の
輸
出
事
業
の
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、

銀
行
倒
産
の
あ
お
り
を
受
け
て
、

不
渡
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
う

に
な
っ
て
い
た
友
人
知
人
の
債

務
者
を
助
け
る
た
め
、
私
財
を

投
げ
打
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
当
時
は
今
と
違
っ
て
、
山
林

は
正
に
宝
の
山
で
あ
っ
た
。
彼

は
個
人
所
有
の
八
十
町
歩
も
の

山
林
の
木
を
、
し
か
も
丁
度
伐

採
適
期
の
木
を
全
て
切
り
倒
し
、

そ
の
木
を
製
材
す
る
た
め
に
、

臨
時
の
専
用
製
材
所
ま
で
作
っ

て
、
人
助
け
を
し
た
と
い
う
。

　
一
見
温
厚
そ
う
に
見
え
た
が
、

意
志
は
極
め
て
強
固
で
、
芯
に

揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
秘
め
、
そ

の
気
概
は
任
侠
的
で
あ
っ
た
と
か
。

　
こ
う
し
た
晴
直
の
生
き
方
の

原
点
は
、
地
域
へ
の
奉
仕
と
献

身
に
生
き
た
、
彼
の
曾
祖
父
で

あ
る
小
林
五
郎
左
衛
門
に
あ
る

と
言
及
す
る
人
も
い
る
。

　
今
か
ら
三
七
七
年
前
の
一
六

三
三
年
（
三
代
将
軍
家
光
の
時

代
）
、
郡
内
領
一
万
八
千
石
の

谷
村
城
主
と
し
て
、
上
州
（
正

式
に
は
上
野
国
総
社
）
よ
り
赴

任
し
て
き
た
秋
元
家
（
初
代
但

馬
守
泰
朝
）
は
、
そ
の
後
三
代

七
十
二
年
に
わ
た
っ
て
郡
内
を

治
め
た
が
、
こ
の
何
れ
か
の
時

期
に
着
手
・
完
成
さ
れ
た
真
木

の
用
水
路
は
、
以
来
真
木
の
住

民
の
生
活
や
農
業
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

当
時
の
工
事
で
は
絶
壁
に
沿
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
百
間
樋
と
言
わ

れ
た
箱
樋
を
渡
し
て
通
水
す
る

方
式
で
あ
っ
た
た
め
、
災
害
に

脆
い
と
い
う
弱
点
が
あ
っ
た
。

　
従
っ
て
大
水
等
の
災
害
の
度

に
、
欠
損
し
た
水
路
の
修
復
に

莫
大
な
費
用
が
か
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
も
幕
府
直
轄
の

時
代
に
は
、
代
官
所
に
直
訴
陳

情
す
れ
ば
、
何
と
か
公
金
で
修

理
し
て
貰
え
た
の
だ
が
、
大
政

奉
還
後
の
明
治
政
府
に
は
、
外

交
・
軍
備
・
教
育
と
い
っ
た
、

総
力
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
当

面
の
重
要
課
題
が
山
積
み
で

あ
っ
た
た
め
、
内
政
の
小
さ
な

諸
事
に
は
保
護
の
手
が
届
か
な

か
っ
た
。

　
そ
の
た
め
真
木
の
用
水
路
の

確
保
・
維
持
に
は
、
村
人
の
労

役
と
金
銭
的
負
担
が
増
大
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
事
に
心
を
痛

め
た
五
郎
左
衛
門
は
、
明
治
十

九
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
、

私
財
を
投
じ
て
石
工
を
雇
い
、

断
崖
に
穴
を
開
け
て
水
を
通
す

工
事
を
敢
行
し
た
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
用
水
路
は
当
時
の
ま
ま

の
形
で
現
在
も
使
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
き
た

真
木
の
村
人
に
よ
っ
て
、
五
郎

左
衛
門
へ
の
感
謝
と
敬
慕
の
念

は
、
長
く
語
り
継
が
れ
て
来
て

い
る
の
で
あ
る
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
と

い
う
が
、
村
人
と
い
う
身
近
な

語
り
部
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ

続
け
る
五
郎
左
衛
門
の
生
き
方

に
、
幼
少
期
の
晴
直
が
強
く
影

響
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
事
を
否
定

で
き
な
い
。

　
北
都
留
郡
誌
に
よ
る
と
、
大

正
十
一
年
十
月
三
十
日
、
村
長

時
代
に
晴
直
は
北
都
留
郡
長
表

彰
を
受
け
て
い
る
。
表
彰
理
由

は
「
村
内
平
和
」
と
「
部
下
統

督
」
と
あ
る
。

　
晴
直
が
建
設
し
た
製
材
所
は
、

人
助
け
の
た
め
に
だ
け
作
ら
れ

た
も
の
で
、
そ
の
後
は
使
用
さ

れ
る
事
も
無
く
、
そ
の
事
実
を

知
る
者
も
少
な
い
。

■
公
選
に
よ
る
初
の
町
長
誕
生

　
廣
里
村
か
ら
大
月
町
へ
と
名

称
を
変
え
た
の
は
、
昭
和
八
年

で
あ
る
。
村
会
議
員
は
そ
の
ま

ま
町
会
議
員
と
な
り
、
ま
た
当

時
の
村
長
で
あ
っ
た
小
宮
淑
郎

氏
が
そ
の
ま
ま
初
代
の
町
長
に

就
任
し
た
が
、
こ
れ
は
公
選
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
町
会
議

員
に
よ
る
互
選
で
決
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
に

初
め
て
公
選
で
選
ば
れ
た
町
長

が
小
林
晴
直
で
あ
る
。

　
晴
直
は
名
町
長
と
し
て
人
望

を
集
め
た
が
、
そ
れ
は
彼
が
常

に
清
廉
潔
白
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
彼
は
町
長
と
し
て
の
交
際
費

に
、
公
費
を
一
切
使
わ
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

事
は
経
済
的
な
余
裕
云
々
で
は

な
く
、
社
会
へ
の
奉
仕
と
献
身

と
い
う
彼
の
人
間
と
し
て
の
一

貫
し
た
信
念
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

　
金
融
恐
慌
時
に
人
助
け
を
し

た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
が

彼
の
目
指
す
理
想
的
な
生
き
方

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
同
時
に
そ
こ
に
彼
の
人
間
と

し
て
の
尊
厳
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
か
の
宮
沢
賢
治
が
、
「
雨
ニ

モ
マ
ケ
ズ
」
と
い
う
詩
を
書
い

て
い
る
が
。
こ
の
詩
に
貫
か
れ

て
い
る
信
念
に
は
、
賢
治
の
人

間
と
し
て
の
尊
厳
が
貫
か
れ
て

い
る
。
そ
し
て
晴
直
に
も
、
宮

沢
賢
治
に
共
通
す
る
人
間
と
し

て
の
深
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
尊
厳
と
は
？
　
人
に

よ
っ
て
解
釈
の
仕
方
は
違
う
だ

ろ
う
が
、
人
間
は
唯
一
無
二
の

存
在
で
あ
り
貴
重
だ
か
ら
こ
そ
、

尊
い
存
在
な
の
だ
・
・
・
説
く

人
も
い
る
。
唯
一
無
二
の
存
在

と
い
う
の
は
、
分
か
り
や
す
く

言
う
と
、
Ａ
と
い
う
人
間
は
絶

対
に
Ｂ
と
い
う
人
間
に
は
な
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
人
間
は
夫
々
が
違
っ
た
考
え

方
や
感
じ
方
を
持
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
唯
一
無
二
な
の
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
加
え
て
言
う

な
ら
ば
、
そ
の
人
に
し
か
生
き

ら
れ
な
い
道
を
生
き
抜
く
貴
重

さ
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

 

そ
し
て
、
夫
々
の
人
間
が
、

お
互
い
に
影
響
し
合
う
こ
と
で
、

世
の
中
が
変
わ
り
、
個
人
的
な

成
長
も
得
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
事
を
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
た

な
ら
ば
、
今
世
相
を
に
ぎ
わ
し

て
い
る
無
差
別
殺
戮
や
、
友
人

知
人
に
よ
る
殺
人
･
肉
親
に
よ

る
殺
傷
事
件
な
ど
の
憂
慮
す
べ

き
凶
悪
犯
罪
も
起
き
な
い
の
で

は
な
い
か
？
そ
ん
な
事
を
考
え

る
時
、
私
（
執
筆
者
）
は
最
近

ふ
と
思
う
の
で
あ
る
。
世
知
辛

い
現
代
社
会
の
中
で
、
五
郎
左

衛
門
や
晴
直
の
よ
う
に
、
利
害

を
超
越
し
て
社
会
や
人
の
た
め

に
尽
く
す
と
い
う
事
は
難
し
い

が
、
小
さ
な
思
い
や
り
で
構
築

す
る
人
間
関
係
な
ら
、
私
に
も

挑
戦
出
来
そ
う
だ
・
・
・
と
。

そ
し
て
や
が
て
そ
の
時
が
来
た

ら
。
「
あ
あ
、
生
ま
れ
て
き
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
思
い
で
締

め
く
く
り
た
い
も
の
だ
…
と
。

　
因
み
に
晴
直
は
昭
和
四
十
四

年
十
月
十
一
日
、
八
十
五
歳
の

生
涯
を
終
え
て
い
る
が
、
曾
祖

父
の
五
郎
左
衛
門
も
、
奇
し
く

も
同
じ
八
十
五
歳
と
い
う
長
寿

を
全
う
し
て
い
る
。
こ
の
事
は

偶
然
と
は
い
え
二
人
の
因
縁
の

深
さ
を
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
。

　
晴
直
の
嫡
子
正
行
氏
も
市
会

議
員
と
し
て
市
政
に
携
わ
っ
て

活
躍
し
、
ま
た
嫡
孫
の
正
民
氏

も
現
在
市
役
所
職
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
。

★
尚
、
今
回
の
執
筆
に
あ
た
り
、

晴
直
元
町
長
の
甥
に
当
た
る
渡

辺
弘
氏
及
び
嫡
孫
で
あ
る
小
林

正
民
氏
に
は
、
貴
重
な
資
料
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
提
供
し
て
頂
き

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

資
料
提
供
者
　
小
林
正
民
　
氏

　
　
　
　
　
　
渡
辺
弘
　
氏

執 

筆 

者
　
小
俣
早
苗

黎明期の大月名町長　 　小林　晴直


